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神浦の口から神明，鵜方，間崎などに拡大した。今年度

の最高細胞数は7月20日の立神5m層における2,130

cells/mlであった。その後，急速に細胞数が減少し，8

月26日に塩屋で5cells/mlが確認されたのを最後に終

息した。今年度は例年に比べて発生が早かったが，細胞

数，発生期間とも中程度であった。珪藻類については，

台風や低気圧に伴う降雨がみられた5月上旬，7月上

旬，10月中旬に表層を中心に高密度となった。種類と

しては，Skeletonema costatumとChaetoceros属が優占

することが多かったが，時期によってはNitzschia属や

Rhizosolenia属なども優占した。渦鞭毛藻類については

7月にH. circularisquamaによる赤潮がみられた。

クロロフィルa量は，7月19日に立神5m層で15.9

μg/Lの高い値がみられ，H. circularisquamaによる

赤潮を反映したものと考えられた。また，8月8日と15

日には立神B 1m層で11.9μg/L，12.8μg/Lの値が

みられ，8月8日はSkeletonema costatum，8月15日

はProrocentrum dentatumによる赤潮を反映したもの

図２ 御座，立神における2m，B 1m層水温の経時変化および過去10年間（平成7 16年）の最大値と最小値

図３ 御座，立神における2m，B 1m層塩分の経時変化および過去10年間（平成7 16年）の最大値と最小値
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と考えられた。また，9月12日には，間崎5m層で

10.8μg/Lの値がみられ，Chaetoceros属の増加を反映

したものと考えられた。

２ プランクトン速報の発行

プランクトン速報は，トップページに概況と測点図を

記載し，データページに各測点の観測日，観測機関，水

温，塩分，酸素量，H. circularisquamaや珪藻等の細

胞数を記載した。17年度の発行回数は59回であった。

英虞湾ではH. circularisquamaが高密度に出現し，分

布域も広かったにもかかわらず，漁業被害は発生しなか

った。プランクトン速報によるH. circularisquamaの

発生状況の詳細な情報を基にして，生産者が適切に貝

の避難や貝の浅吊りなどの対策を講じた効果と考えられ

る。

３ 漁場環境情報ホームページの運営

漁場環境情報ホームページ（URL:http://home

page2.nifty.com/mie suiken agowan/）は，トッ

プページ，プランクトン速報紙面の目録，速報紙面

（PDF形式，近日に発行した4号分），各測点の水温，

塩分，酸素量およびクロロフィルa量の鉛直分布のグラ

フ，1mピッチの観測データ一覧表，ダウンロード用フ

ァイル（CSV形式）の目録，有害プランクトンの動画

集である「泳ぐ赤潮プランクトン」で構成された。今年

度の更新回数は95回で，アクセス件数は4,821件であ

った。

図４ 御座，立神における2m，B 1m層酸素量の経時変化および過去10年間（平成7 16年）の最大値と最小値


